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（摘要） 

高度経済成長期の子供向け百科事典に描かれた記載事項から当時の世界観を論じた。対象とした

のは平凡社による『えほん百科』と小学館による『こども百科事典』である。両百科事典のアジア，

ヨーロッパ，アフリカ，北アメリカ，南アメリカ，オセアニアの各項目に描かれたイラストや文字

情報を，自然的事象，文化的事象経済的事象の側面から検討した。アフリカにおける野生動物の記

載など各地域ごとに特徴的な記載事項を認めることができた。また，動植物中心の自然事象の記載，

資源論的な経済事象の記載など，当時の特徴的なスタイルも確認できた。それは当時のわが国の社

会経済状況を反映しているととともに，今日に至る世界観にも影響を与えていると考えられる。 
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（Abstract） 

This paper is a discussion of perspectives of the world as depicted in children’s encyclopedias from Japan’s 

period of rapid economic growth.  The encyclopedias studied were the Ehon Hyakka, published by Heibonsha, 

and the Kodomo Hyakka-jiten, published by Shogakukan Inc.  In both encyclopadias, the illustrations and text 

accompanying articles about Asia, Europe, Africa, North America, South America, and Oceania, were studied 

from the perspective of natural, cultural, and economic phenomena.  It was possible to identify characteristic 

articles for each continent, such as descriptions of wild animals in entries about Africa.  In addition, there was 

a noticeable period style in entries such as those on natural phenomena focusing on flora and fauna, or entries 

on economics focusing on resources theory.  This study suggests that the entries reflect Japan’s socio-economic 

circumstances at that time, and that those perspectives of the world still have an influence on Japanese people’s 

thinking today. 

Keywords: encyclopedias for children, period of rapid economic growth, perspectives of the world, 

illustrations 

1．はじめに 

本論文では子供向けの百科事典の分析を通じて，高

度経済成長期の日本の世界観を検討する。私達の暮ら

す世界をどのように認識し，どのように次世代に伝え

ていくのかということは，明治以降の地理教育が一貫

して取り組んできたことである（荒木他，2006；中

山，1997）。それは中山（1996，p.89）のいうように

常に時代の申し子であったともいうことができ，国家

意識や民族意識の確立や国民国家形成とも密接に関係

してきた（石田，1966；島津，2002）。ここではそう

した議論を受けて，高度経済成長期の日本がどのよう

に世界を認識しようとしていたのか，またそれを次世
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代を担う子供たちにどのように伝えようとしていたの

かを明らかにしたい。 

その際に，分析対象としたのは平凡社から1964～65

年にかけて刊行された『えほん百科』（全12冊）と小

学館から1970～71年にかけて刊行された『こども百科

事典』（全8冊）である。いずれも高度経済成長期の

ものであり，その記述は当時の世界観を反映している

と考えらる。こうした観点から上記の2つの子供向け

百科事典において，世界がどのように記載，記述され

ているのかに着目した。具体的には各百科事典の世界

地理に関わる項目，『えほん百科』では「アジア」

「アフリカ」「アメリカ」（以上第1巻あいうえお→

うお）「オセアニア」（2巻うさぎ→おりもの）

「ヨーロッパ」（第12巻もくざい→わに）の各項，

『こども百科事典』では「せかい」（第4巻さ→せ）

の項目である。 

双方ともに子供向けの百科事典であり，もとより文

章での解説は少なく，図解や写真などを使った紙面の

構成がなされている。とくに両百科事典ともに上記各

項目では見開きを使って各地域の地図が示され，地図

上に各地を象徴的に示すようなイラストが描かれてい

る。文章による説明というよりも視覚的に把握させよ

うとしているからであり，これによって当時の世界

観，特に当時の子供たちに当時の大人たちが伝えよう

とした世界観を端的に把握できるのではないかと考え

た。 

そこで，本論文では以下の方法で両百科事典を分析

した。まず，両百科事典の上記当該項目に描かれたイ

ラストに注目し，そのイラストがその地域のどのよう

な事象を取り上げているのかを把握した。具体的には

イラストで描かれるものが，(A)自然的事象，すなわ

ちその地域の野生生物や自然景観などを描いているの

か，(B)文化的事象，その地域の文化や習俗，暮しな

どを描いているのか，(C)経済定期事象，その地域の

産業や資源など経済に関わる事象を描いているのか，

に大別した。さらに（C）は(C1)家畜を含めた農業や

農産資源を描いているのか，(C2)その地域の水産資源

をえがいているのか，(C3)その地域の林産資源を描い

ているのか，(C4)その地域の鉱産資源や工業を描いて

いるのか，に細分した。なお，(D)上記の枠に当ては

めにくい項目は(D)とした。たとえば，フラミンゴや

パンダ，おおはしらサボテンなどの記載は(A)に，XX

族，やYY人，スフィンクスやバリ島のおどりなどは

(B)に，こむぎやわた，うし，ぶたなどは(C1)，さ

け，たら，にしんなどは(C2)，もくざいやパルプ工場

は(C3)，せきゆ，せきたん，ダイヤモンド，製油所な

どは(C4)とした1。 

次に両百科事典のアジア，ヨーロッパ，アフリカ，

北アメリカ，南アメリカ，オセアニアの各項目に示さ

れる地図上のイラストが，上記の7つのカテゴリーの

いずれに相当するか，またそのイラストの描かれた位

置がどこかを把握した。加えて，イラストだけではな

く，地図上に記された文字情報も併せて把握した。文

字情報は基本的には以下の２つに区分できる。第１は

地名を表記したもの，第２は上記イラストの説明であ

る。無論，説明といっても文章で解説されているわけ

ではなく，ほとんどは「かつお」「もくざい」「せき

ゆ」などイラストが何を表しているかを示す単語であ

る。以上の対象とした各項目の地図に描かれた文字情

報とイラストの一覧を示したものが表１～表６であ

る。また，それぞれのイラストが地図上のどこに描か

れたのかを示したものが図１～図６であり，以下これ

らを検討するうえでの基礎とした。 

なお，表中の表記に関わっては，いずれも典拠とし

た当時のこれら百科事典の表記にもとづいている。子

供向けと言うこともあり，表中でも平仮名表記はその

ままにしたが，論文の文中で使用する際には適宜漢字

表記を採用している。また，ソビエト連邦や南北ベト

ナムなど国名も原典にのっとり当時のままにしてい

る。同様に，イギリス領サラワクや同マスカットオ

マーンなどの地域呼称やレニングラード（現サンクト

ペテルブルグ）などの都市名もそのままとし，必要に

応じて初出箇所でカッコ書きで現在の呼称を示した。

さらにエスキモーなど今日では差別的なニュアンスを

含むとされることばも掲載されているが，当時の用語

法として分析の上ではそのまま示している。 

具体的検討にあたっては，まず全体としての傾向を

把握した上で，百科事典ごとに個別の地域の描かれ方

の特徴を追った2。次に百科事典ごとに各地域で描か

れる対象を個別に取り上げて，次世代の子供たちに伝

えようとした地域像がどのようなものであったかを検

討する。 

2．全体の傾向 

2.1 文字情報 

ここで取り上げる文字情報には２つの種類ある。一

つは地図上に表記された文字で，国名や地名のほか，

「こむぎ」や「せきたん」などのイラストの説明であ
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る。もう一つは地図に添えられたアジアやアフリカな

ど当該項目についての解説文である。前者は表１～表

６の地図に表記された文字として，一覧表示される。

また，後者については表７として示される。 

前者については，総じて『こども百科事典』の記載

量が『えほん百科』に比較して少ないということがい

える。これは『こども百科事典』のA4変形（20×27.

５センチ）と『えほん百科』のB4という判型の違いに

もよるが，イラスト地図の描き方に依存するところも

大きく，『えほん百科』は緻密にイラストが描きこま

れているためでもある。一方で後者の解説文について

は記述量には大きな差はない。 

2.2 イラスト 

表８は両百科事典に描かれたイラストを地域別と上

記カテゴリー別に集計したものである。地図に描かれ

たイラスト情報は等分されるわけではなく，地域に

よって濃淡がみられる。例えば『こども百科事典』で

は，全イラスト217件のうち61件（28.1%）がアジアで

あり，最も少ないオセアニアの21件（9.7%）とは３倍

近い開きがある。なお，それ以外の地域の占める比率

は概ね10数%である。一方，『えほん百科』では全イ

ラスト769件のうち南アメリカが最も少なく48件

（6.2%）である。これは同百科事典では南北アメリカ

が一つの地域として取り上げられていることもある

が，南北アメリカを合算しても132件（17.2%）と，他

地域よりはやや少ない。逆に多いのはアフリカの199

件（25.9%），ヨーロッパの172件（22.4%）などであ

り，アジアは160件（20.8%）である。『こども百科事

典』におけるアジアへの注目が明瞭であるものの，

『えほん百科』ではむしろアフリカへの注目が指摘で

きる。 

次にカテゴリー別の傾向であるが，『こども百科事

典』では(A)の野生生物や自然景観などが23.0%，(B)

の文化や習俗，くらしなどが26.3％，一方で，(C)の

経済的事象は4割に達する。『えほん百科』では，さ

らにその傾向が明確で，(A)3割，(B)2割弱に対して

(C)は44%となる。両百科事典で多少の比率の違いはあ

るものの，経済的事象が多いという傾向は概ね類似し

ていると言える。 

さらに両方の観点を照らし合わせると，地域ごとの

特徴を読み取ることができる。まず『こども百科事

典』であるが，アフリカ や南アメリカでは(A)(B)(C

の各項目がほぼ同数であるが，北アメリカでは(C)が

他の倍となり，経済事象に厚い記載と言える。これは

表中の右端に示される全体の傾向と比べても高い。ア

ジアやヨーロッパも同様に(C)が重視されるが，アジ

ア では水産資源，ヨーロッパでは林産資源や林業の

比率の高いことを指摘できる。また，ヨーロッパにお

ける(A)比率の低さも特徴である。一方，オセアニア

では(A)が多く，(B)が少ないといえる。 

『えほん百科』においても，アフリカやオセアニア

では(B)が約4割を占め，特にアフリカでは(A)(B)が地

域別で最多となっている。逆に，(C)は少ない。南ア

メリカでは(B)が少なく，(A)が多い傾向があること，

オセアニアでは（C)の少ないこと，北アメリカでは相

対的に（B)比率の高いことなどが指摘出る。ヨーロッ

パでは林業を始めとして(C)が重点的に記載されてい

ること，(A)(B)が少ないことなど『こども百科事典』

と共通する点も見受けられる。アジアでも(A)の少な

いこと鉱工業を中心とした(C)の多いことを指摘でき

る。 

総じて，両百科事典ともに文化，自然，経済の各項

目が広く掲載されているものの，ヨーロッパでは林業

や鉱工業，アフリカやオセアニアでは野生生物などへ

の注目がみてとれる。逆にアフリカは林業や水産業と

の関わりではあまり注目されていないと言える。同様

に南アメリカの林業や鉱工業への着目も低調である。

(A)自然的事象に関しては『こども百科事典』ではア

フリカとオセアニア，『えほん百科』ではアフリカ，

オセアニア，南アメリカの比重が高く，アジア，ヨー

ロッパが低い。(B)文化的事象では『こども百科事

典』でアフリカとヨーロッパの比重が，『えほん百

科』で北アメリカの比重が高い。(C)経済的事象にお

いては『こども百科事典』ではアジアの水産業，ヨー

ロッパと北アメリカの林業，アジアの鉱工業，『えほ

ん百科』では北アメリカやヨーロッパの水産業，ヨー

ロッパの林業，アジアの鉱工業の比重が大きいことが

うかがえる。逆に，アフリカの水産業（両方），南ア

メリカの林業（こども百科事典），アフリカの林業

（両方）とオセアニアの林業（えほん百科），南アメ

リカの鉱工業（えほん百科）の比重の小さいことがう

かがえる。アフリカとオセアニアの(A)やヨーロッパ

の林業，アジアの鉱工業など共通する点も見られる

が，(B)など両者で相違点もみられる。以下，百科事

典ごとの詳細な検討をおこなう。 

3．『こども百科事典』に描かれる世界 

同百科事典では第 4 巻に「せかい」の項目があり，
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まず見開き２ページを使って世界地図（メルカトル図

法）が示される。それに続く見開き２ページは「あじ

あ」と題され，全面にイラストを多用した地図が描か

れアジア各地の特徴が示されている。また，片隅には

モルワイデ図法で描かれたアジアの位置も示されてい

る。同様に続く見開き２ページでは同様にヨーロッパ

が描かれ，さらにアフリカ，北アメリカ，南アメリカ

と見開きを使って紹介される。最後にオセアニアが見

開きではなく片側１ページを使って示され，都合 13

ページが「せかい」の項目に当てられている。また，

表７に示すように各地域 200-300 字程度の解説文が添

えられている。 

3.1 アジア 

表１～表６と図１～図６3に従って，各地域の掲載

項目の詳細を把握したい。 

第１はアジアであるが，すでに水産業や鉱工業の掲

載が他より多いことを指摘している。具体的にそれら

の記載を検討したい。まず水産資源であるが，さけ，

ます，たらばがに，たら，かつおが挙げられいずれも

西太平洋の水産資源として示されている。これ以外に

はインド洋に描かれた漁船とまぐろのイラストがある

のみである。鉱工業についてはシベリアの工場地帯

（図中の11）と上海付近に描かれた工場を除くと，い

ずれも石油関連のイラストで，スマトラ島のイラスト

を除くといずれも中東のイラストとなる。 

文化的事象については，バリ島の踊りやシベリア地

方の家，アンコールワットなど東アジアから東南アジ

アにかけてのイラストが多く，南アジアには掲載がな

い。その一方で南アジアはサイやトラなど野生動物が

多い他，水牛や綿摘み，紅茶など農業関係のイラスト

が特徴的と言える。また，中央アジアから西アジアに

かけても農業関係の掲載が認められる。一方で林業の

イラストは限定的で，シベリア北部と東南アジアに限

定される。 

3.2 ヨーロッパ 

第２はヨーロッパで，林産資源と文化的事象のイラ

ストの多さ，自然的事象の少なさに言及した。実際，

野生動物としてはヒグマ，ヨーロッパバイソンが取り

上げられるのみで，ほかは地名表記を伴わない山地の

イラストとフィヨルドと思しき海岸景観にとどまる。

一方で林産資源についてはソ連（当時）やフィンラン

ドの森林や木材のイラストが認められる他，スェーデ

ンにはパルプ工場が描かれ，東欧にも針葉樹林が描か

れている。文化的事象では北欧ではラップ人やス

キー，東欧ではウクライナの踊り，南欧ではアクロポ

リス神殿やシチリア島の遺跡，スペインの踊りや闘牛

などがあげられる。 

 農業については東欧のライ麦，のほかオランダの

チューリップ，デンマークやアイルランドの乳牛のイ

ラストが認められる。鉱工業と水産業は限定的で，前

者はウラル山麓の工業地帯，スコットランドの鉄工所

のみ，後者はノルウェー沖のニシンとサケのみである。 

3.3 アフリカ 

第３はアフリカで，文化的事象と自然的事象の多

さ，水産資源と林産資源の少なさを特徴として挙げ

た。実際，この百科事典では水産資源と林産資源の記

述はない4。文化的事象では，スフィンクスやピラ

ミッド，オアシスや砂漠の街，土の家といったイラス

トが北アフリカで確認できる。また，東アフリカでは

マサイ人，中部アフリカではピグミー族など各地にイ

ラストが認められる。自然的事象においては，ゴリ

ラ，シマウマ，ライオン，キリンなどの野生動物が中

心で，ほとんどが南東部に集中する。それ以外には北

部では山地や砂漠のイラスト，大西洋の魚類のイラス

トとなる。鉱工業についてはエジプトに石油積み出し

港と思しきイラストと紅海を航行するタンカー，南部

アフリカのダイヤモンドのイラストが確認できる。ま

た，農業に関しては伝統的な農家やラクダによる耕起

などのイラストと，バナナ，カカオなどの農作物が描

かれている。 

3.4 北アメリカ 

第４は北アメリカである。カテゴリー別では概ね全

体の傾向と一致するものの，林業に関するイラストが

多いことが特徴であった。森林や木材とともに，パル

プ工場のイラストもあるが，ほとんどがカナダの域内

に描かれたものである。また，自然的事象のイラスト

もカナダをはじめとし，グリーンランドやアラスカに

多く，ホッキョクグマ，ヘラジカ，トナカイ，カリ

ブー，セイウチなどが描かれている。それ以外では米

加国境のナイアガラの滝とメキシコのサボテンである。

文化的事象では氷の家や犬ぞりなどの北極圏の暮らし

が描かれるとともに，アメリカ合衆国ではディズニー

ランドやフロリダの海水浴などのレジャーが，メキシ

コではマヤの遺跡が取り上げられている。経済的事象

では農業が多く，アメリカ合衆国中西部の小麦，南部

の綿，西海岸の果実，キューバの砂糖とバナナが描か

れている。一方，水産資源はハドソン湾のタラ，太平

洋のサケ，鉱工業はシカゴに自動車工場と思しき工場
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が描かれているのみである。 

3.5 南アメリカ 

第５の南アメリカでは林産資源の記載がないことを

示した。それ以外では鉱工業が少なく，その他の明確

に区分できないものが多かった。鉱工業はカリブ海沿

岸部の石油のみであり，その他にはパナマ運河と 4 つ

船のイラストである。文化的事象ではアマゾンの床の

高い家，インカの遺跡，チチカカ湖の葦船，インディ

オの町に加えて，日本人の移民が描かれていることも

興味深い。なお日本人移民のイラストは日の丸のつい

たトラクターで開墾，耕作している図柄である。いず

れも南回帰線以北にえがかれ，それより南にはない。

農業ではブラジルの牛とコーヒー，アルゼンチンの小

麦，牛，ブドウ，水産資源では太平洋のアンチョビー

とシロナガスクジラとなる。 

3.6 オセアニア 

最後にオセアニアであるが，自然的事象のイラスト

の多いことを指摘した。ニューギニアのオオフウチョ

ウ，オーストラリアのコアラ，エリトカゲ（エリマキ

トカゲ），カンガルーなどの野生動物，グレートバイ

アリーフのサンゴ5，ニュージーランド北島の間欠泉

のほか，グレートディバイディング山脈やクック山が

描かれる。文化的事象ではニューギニアの水上の家，

アボリジニ6の他，飛行機で診察に行く医者や波乗り

が描かれていることも興味深い。経済的事象では，農

業としてオーストラリアの羊と小麦，ニュージーラン

ドの牧畜と羊が，水産業としてはインド洋岸のブルー

ムの真珠取りが，鉱工業としては自動車工場が描かれ

るほか，西部にも煙突のある工場と思しき建築物のイ

ラストがある。 

3.7 小括 

２章の末尾において指摘した特徴に照らし合わせて

みると『こども百科事典』では地域別ではアジアの重

視，特に水産業や鉱工業を中心とした経済事象の記述

の多いことを指摘した。その際の水産業の中心は西太

平洋，鉱工業の中心は石油資源であった。また，林業

や農業の記載，および東南アジアから東アジアを中心

とした文化的事象，南アジアを中心とする自然的事象

など一定の地域イメージを見てとることができる。

ヨーロッパや北米の林業については前者では東欧と北

欧，後者ではカナダが中心であった。一方，ヨーロッ

パの(B)に関しては北欧，東欧，南欧など各地に分散

している。アフリカでも各地に分散して(B)が見られ

たが，北部ではスフィンクスや砂漠の暮らしを中心に

したものであるのに対し，それ以外は民族，部族の記

載である。これはアジアの(B)が遺跡や暮らしが主と

なることとは異なる特徴である。また，アフリカとオ

セアニアの(A)については野生動物の記載が中心で

あった。 

4．『えほん百科』に描かれる世界 

同百科事典は『こども百科事典』とは異なり，「ア

ジア」「アフリカ」「アメリカ」「オセアニア」

「ヨーロッパ」が独立した項目として取り上げられ，

それぞれ見開き２ページを使って，イラストを多用し

た地図によって示されている。また，正積方位図法と

思われる世界地図でそれぞれの位置が示されている。

また，各見開きには自然事象を中心に数百字程度での

解説文が示されている（表７）。 

4.1 アジア 

前章同様，表１～表６と図１～図６に従って，各地

域の掲載項目の詳細を把握する。 

第１はアジアで，すでに鉱工業のイラストの比重の

高さと，自然的事象の少なさを指摘した。地域別に検

討したい。まず，アジアロシアに相当する部分である

が，この地域では図１にしめすように図中灰色で示さ

れる鉱工業のイラストが多いことが特徴である。サハ

リンの石油に始まりシベリア各地の炭田，ウラル山麓

の鉄や石炭，金などの地下資源のイラストが多い。そ

れ以外ではトナカイ，ヘラジカ，ホッキョクグマ，ヒ

グマ，アザラシ，ウミガラス，オオワシなどの野生動

物のイラストも多い。文化的事象ではケート人やカラ

ガス人などの民族，氷の家やそりなどの北極圏の暮ら

しが描かれている。一方林産資源はシベリア各地に木

材が描かれるものの，農業に関してのイラストはノボ

シビルスク周辺の小麦のみである。地下資源と野生動

物に特徴的な描写である。 

次にモンゴルを含めた，中国，朝鮮半島，日本の東

アジアである。この地域では図中緑色で示す農業に関

するイラストが目立ち，日本では北海道の農業と東北

地方の稲，朝鮮半島でも稲，モンゴルでは羊や牛が描

かれる。中国では東北部の大豆，西部の寒羊，羊，北

京周辺の小麦のほか，華南に多くの稲のイラストが描

かれている。農業以外には鉱工業と文化的事象が多

く，前者には北九州の製鉄業をはじめ，中国東北部の

石炭，西部の石油などがあり，後者には中山陵や万里

の長城，モンゴルのパオ，チベットのポタラ宮など多

くが中国における描写である。そのほか分類できない
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ものとして，ダムの建設や鉄道の建設など，この地域

でまさに開発が進められていることが象徴的に描かれ

ている。 

次いで東南アジアでは自然的事象のものが多く，タ

イハクオウムやヒクイドリ，キバタン，サイチョウな

どの鳥類をはじめ，オランウータンやマレーバク，セ

ンザンコウなどの哺乳類，各所に描かれるヤシなどが

挙げられる。農業ではフィリピンの麻，稲，タバコ，

インドネシアやマラヤのバナナ，ゴム，稲，タイの稲

がある。文化的事象ではバリ島の踊りやボロブドゥー

ルの仏塔セレベス塔の水上の家などインドネシアの３

件と大陸部ではアンコールワットとペグーのパゴダな

どで，宗教や遺跡に関わるものが多い。また，鉱工業

ではボルネオ島とスマトラ島の石油である。 

南アジアでも，ガンジスワニ，インドゾウ，インド

レイヨウ，インドトラなど野生動物のイラストが目立

つ。文化的事象ではタージマハル，アジャンタの洞窟

壁画，へびつかい，バーミヤンの大仏，農業ではパキ

スタンからインドにかけての牛，稲，綿とアフガニス

タンからパキスタンにかけての小麦と羊，およびセイ

ロンの茶が描かれる。一方，鉱工業ではインドの石炭

のみである。インドに向けられる視線が野生動物と文

化的事象が強かったことがうかがえる。 

最後に中央アジア・西アジアではペルシャ湾沿岸の

石油など鉱工業のイラストが目立つが，文化的事象と

農業も多く，水ぎせるや絨毯，回教寺院，巡礼，遊牧

民などこの地域の習俗に少なからぬ関心が払われてい

ることが見て取れる。農業ではイランの小麦と羊，ア

ラビアのナツメヤシとアラブ馬，トルコの小麦とブド

ウなどである。 

水産資源に関してはほとんどが西太平洋に描かれた

イラストで，キャッチャーボートや捕鯨母船，蟹工

船，トロール船などの船舶の描かれていることが特徴

的である。太平洋以外ではカスピ海の漁船（帆船）の

みである。 

ここまで，アジアロシアの地下資源，東アジアの農

業，東南アジアと南アジアの野生動物，西アジアの石

油などが特徴的である。一方，(B)は各地で描かれる

ものの，東アジアにおいては少ないことが指摘でき

る。 

4.2 ヨーロッパ 

ヨーロッパでは水産資源や林産資源の多さ，自然的

事象の少なさを指摘した。しかし，図２に見るように

地域的な差が少なからずあると思われる。まず，ヨー

ロッパロシアを中心とした東欧では，林産資源のイラ

ストと鉱工業のイラストの多いことがうかがえる。前

者にはウラル山脈西側に広がる木材のイラスト，後者

にはウラル山脈の石炭や石油，マグニトゴルスクの製

鉄所が描かれているほか，レニングラード（サンクト

ペテルブルグ）の造船所，モスクワの自動車工場，ボ

ルゴグラードの機械工場などが描かれている。また，

ドニエツク（ドネツク）周辺には石炭，石油，製油

所，ドニエプル水力発電所，カスピ海沿岸の製油所な

ども描かれ，ヨーロッパ全体の中でも林産資源と鉱工

業の多くあることが特徴的である。なお，モスクワ周

辺のアカマツとシラカバ，レニングラード周辺のトウ

ヒは自然林とみなし，自然的事象のイラストとみなし

たが，森林が多く描かれているという特徴を指摘でき

る。なおヨーロッパロシア以外の林産資源としては同

じく東欧のユーゴスラビアとルーマニアの木材，フィ

ンランドやスカンジナビア半島の木材，スペインのコ

ルクガシのみで，この地域への集中がみられる。ま

た，鉱工業に関してもヨーロッパロシア以外ではドイ

ツの自動車工場と造船所，イギリスの石炭と造船所，

東欧の石油と石炭のみとなる。以上がこの地域に特に

集中するカテゴリーであるが，自然的事象や農業のイ

ラストも多い，前者としては主にヨーロッパロシア北

部のトナカイやオオカミ，ヒグマ，ノロといった野生

動物とアカマツやシラカバ，キヌヤナギなどの植物で

ある。他にもポーランドに描かれたアカシカやヨー

ロッパ野ウサギ，ヨーロッパバイソン，黒海沿岸の鵜

がある。がある。また，農業ではバルト海沿岸のカラ

スムギ，ジャガイモ，テンサイ，ベラルーシを中心と

するカラスムギ，亜麻，牛，ウクライナを中心とする

ひまわり畑や小麦などであり，ドン川流域ではテンサ

イ収穫コンバインやコルホーズ穀物受取所なども描か

れている。ほかに，ポーランドのタバコ，ブルガリア

の羊のイラストがある。逆に文化的事象のイラストは

少なく，白ロシアの踊りとその衣装，北極圏の皮なめ

しやラップ人，カレリアの教会，モスクワ東部の昔の

物見櫓などである。この地域は北部を中心とする自然

的事象と林産資源，ウラルやドニエツクを中心とした

鉱工業，中央部から西部にかけての農業という認識が

なされていたといえる。 

次にスカンジナビア諸国（スウェーデン，ノル

ウェー，デンマーク）にフィンランドとアイスランド

を加えた北欧であるが，自然的事象と水産資源のイラ

ストが特徴的である。前者についてはスカンジナビア
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半島のトナカイ，ビロードキンクロ，ヘラジカ，キツ

ネ，ウミガラス，シロカモメ，さらにフィンランドの

リス，アイスランドのアザラシ，ハシブトオーク，ト

ウゾクカモメなどの野生動物が中心である。また，後

者についてはノルウェー沖のコダラ，ニシン，サケ，

アイスランド周辺のニシン，アカスズキ，タラなどで

ある。それ以外では林産資源としてフィンランドと

スェーデンの木材，ストックホルム南方の紙，文化的

事象としてラップ人とその家，ノルウェーのボス

（Voss）地方の女性と教会，スウェーデンの輪廻植物

園が描かれている。農業は限定的でスウェーデン南部

の小麦とデンマークの牛のみである。自然的事象と水

産資源を中心とした認識といえる。 

次に英独仏を中心とした西ヨーロッパである。ここ

では先に示したようにイギリスとドイツに鉱工業のイ

ラストが集中的に見られる。イギリスでは石炭，造船

所に加え，火力発電所と原子力発電所が描かれてい

る。ドイツでは自動車工場，造船，製鉄である。これ

に加えて，ヨーロッパの中では文化的事象のイラスト

が多いことも指摘できる。多くはフランスに描かれ，

アミアンの大聖堂，パリの凱旋門，巡査，ボルドーの

宮の門，南部の水道橋の遺跡や海水浴場などで，ほか

にドイツの海水浴場とホーレンフェルス城がある。ま

た，農業のイラストも多く，イギリスでは羊，小麦，

エール（アイルランド）の牛，ドイツでは牛，ブド

ウ，小麦，フランスでは牛，羊，ブドウなどである。

家畜とワイン原料としてのブドウが特徴的である。一

方で自然的事象は限定的で，スコットランドのウミガ

ラス，エールのネズミガン，フランスのシュバシコ

ウ，フラミンゴと鳥類に限られる。また，水産資源は

ブルターニュ沖のサバのみとなる。ヨーロッパの中で

は文化的事象と鉱工業を代表する地域といえる。 

最後にスペイン，ポルトガル，イタリア，ギリシア

およびアドリア海沿岸諸国を含めた南欧である。この

地域の特徴は農業のイラストの多さであり，イベリア

半島のブドウ，小麦，羊，レモン，オレンジ，イタリ

アのブドウ，小麦，オレンジ，ユーゴスラビアの羊，

タバコ，ギリシアのオレンジ，レモンなどであり果樹

栽培が特徴的である。これに次ぐのが自然的事象でピ

レネー山脈のヤギ，スペインのオナガやバーバリ猿

（バーバリマカク），サルジニア島のムフロン，地中

海のマイルカ，アルバニアのキョウチクトウ，ギリシ

ヤのハゲタカである。バーバリ猿やムフロンなどあま

り耳にすることのない動物が挙げられている。文化的

事象はシチリア島の古い城跡とスペインの闘牛のみ

で，西ヨーロッパに比べてイラストは少ない。水産資

源は地中海の漁業とマグロ，林産資源はユーゴスラビ

アの木材とスペインのコルクガシのみで，鉱工業に関

しての描写はない。 

ここまで東欧と英独の鉱工業，東欧・北欧の林産資

源，大西洋岸の水産資源，各地に広がる農業の記載が

特徴として指摘できる。 

4.3 アフリカ 

次にアフリカは，自然的事象の多さと，林業や水産

資源の少なさを指摘した。また，表８に示したよう

に，掲載イラスト数が最も多いのもアフリカである。

実際，図３に見るように稠密にイラストが描きこまれ

ていることがうかがえ，特に中部アフリカから東アフ

リカで顕著で，自然的事象のイラストも多い。まず，

北アフリカであるが，当地はアフリカの中では自然的

事象のイラストが少ない。目立つのが文化的事象と農

業である。前者はエジプトの帆船，ピラミッド，ス

フィンクスなどのほか，粘土づくりの回教寺院，オア

シス，土や粘土の家屋，砂漠のバスやラクダのキャラ

バンなど乾燥地帯を象徴するイラストが多数見られ

る。また，ダナギール（Danakil ダナキル人，ア

ファル人）族，ヌーバ（Nuba ヌバ）族，シルク

（Shilluk シルック）族，ディンカ（Dinka）族，ト

アレッグ（Tuareg トゥアレグ）族，ベルベール

（Berbers ベルベル）族，ソモノ（Somono）族，あ

るいは帰化したアラビア人などの民族のイラストも多

い。農業に関してはナイル川畔のトウモロコシや綿に

加え，荷車に乗ったり家畜で工作する伝統的なスタイ

ルの農夫の姿が描かれている。地中海沿岸ではナツメ

ヤシ，小麦，ブドウ，トウモロコシ，オリーブなど

で，特にナツメヤシは複数箇所に描かれている。自然

的事象もそれなりには掲載され，紅海のガンギエイの

ほか，トムソンガゼルやアバックス，バーバリシー

プ，ヤマアラシ，ライオン，マダラハイエナなど草原

や乾燥帯の野生動物が描かれ，スーダンにもナイルワ

ニ，クロサイ，ヒロハシコウノトリ，シロアリの塔な

どが描かれる。また，ティベスティ山地やホガール山

地などの地形のイラストも認められる。鉱工業として

はエジプトの石油，製油所，油送船，スーダンの金，

林産資源としてはスーダンのアラビアゴムのイラスト

がある。 

次に西アフリカでは文化的事象は少なくなり，自然

的事象と農業が主となる。前者ではハゲワシ，フェ



 Journal of East Asian Identities Vol. 6 March 2021 

8 

ネックギツネ，バオバブ，ダチョウ，ライオン，へビ

クイワシ，ツノマムシ，アカシア，エランドなどの草

原の野生の動植物が並ぶ。後者はナンキンマメ，トウ

モロコシ，綿，稲，バナナ，カカオなどであり，ナン

キンマメやカカオはココアの積み出しやカカオの実を

割るイラストなども含めて複数取り上げられている。

文化的事象はカヌーリ（Kanuri カヌリ）族の小屋，

ソコト（Sokoto）族の家，ぺぺル（Pepel）族の踊り

などいずれも民族の暮らしが取り上げられている。鉱

工業としてはナイジェリアの石炭，コートジボアール

の金が描かれている他，林産資源としてガーナ，トー

ゴに木材が描かれている。 

次に中部アフリカであるが，自然的事象のイラスト

が多い。チャドのヌビアキリン，マルミミゾウ，中央

アフリカの竹，ボンゴ，カメルーンのヨウム，アカイ

ノシシ，ヤシ，コンゴのアフリカゾウ，オカピ，コン

ゴクジャク，チンパンジー，ゴリラ，バオバブ，カ

バ，クロサイ，アンゴラのカバ，ブッシュバック，バ

オバブ，ダイカー，ロカイ（蘆薈 アロエ）など多様

な動植物が描かれている。文化的事象ではチャドに牧

民のイラストが描かれている他，サラ（Sara）族，ピ

グミー（Pygmy）族，バペンデ（Pende）族，ワルア

（Baluba ルバ）族，バンツー（Bantu バン

トゥー）族，オアンボ7族，などの民族とその暮らし

ぶりであり，文化人類学的な色彩が強い。農業ではカ

メルーンのバナナ，コンゴのバナナ，アンゴラのナン

キンマメ，バナナ，モロコシ，鉱工業としてはコンゴ

のダイヤモンドである。また，林産資源としてはカメ

ルーン沖に木材の積み出しが描かれている。 

東アフリカも自然的事象が多いものの，文化的なも

のや農業のイラストも多い。ソマリアからエチオピア

にかけての東アフリカ北部ではソマリロバ，ダチョ

ウ，ゲレヌク，チーター ，マントヒヒ，ヘビウ，ケ

ニアからウガンダにかけての東アフリカ中部ではハゲ

コウ，アフリカ水牛，アフリカゾウ，タンザニアか

ら，モザンビーク，ザンビア，ローデシアにかけての

東アフリカ南部ではマサイキリン，ワリトー牛，ゲレ

ザ，フラミンゴ，セーブルアンテロープ，カンムリワ

シ，ダマラ牛，ホオジロカンムリヅルなどが描かれ

る。文化的事象では北部のソマリ（Somali）族，ガラ

（オロモ Oromo）族，中部ではキクユ（Kikuyu）族，

マサイ（Maasai マーサイ）族，ワッシ（?）族，南

部ではマクア（Makhuwa）族，ズル（Zulu ズールー）

族などとその暮らしが描かれ，ここでも文化人類学的

な描写が強く見られる。農業は北部で羊，コーヒー，

中部で綿，南部でココヤシ，タバコなどが描かれてい

る。鉱工業はザンビアの鉄鋼業と金である。 

 南部アフリカも自然的事象のイラストが多く，マン

グローブ，バオバブ，シマウマ，シロサイ，ポンテ

ボック，ケープペンギン，ミナミオットセイ，ダブチ

オン（Daption capense マダラフルマカモメ），ミズ

ナギドリなどの動植物が描かれる他，南アフリカの

テーブルマウンテンなども描かれている。それ以外で

は文化的事象と鉱工業で，農業のイラストはない。文

化的事象ではヘレロ（herero）族，ブッシュマン

（San サン）族，鉱工業では金と石炭，ダイヤモンド

である。 

マダガスカルでは自然的事象と農業が中心で，前者は

シマオキツネザル，タビビトノキ，シュモクドリ，イ

ンコ，後者はバナナ，タバコ，牛，稲，サトウキビで

あり，コモロ諸島にはシーラカンスも描かれている。

この他，大西洋やインド洋にはシャチ，バンドウイル

カ，アオザメ，トビウオ，アホウドリなどの野生動物

が描かれるとともに捕鯨船のイラスト，南西アフリカ

沖の伝統的な漁業の様子も描かれている。 

ここまで北アフリカを別にして，それ以外の西アフ

リカ，中部アフリカ，東アフリカ，南部アフリカいず

れにおいても(A)の記載の多いことが特徴であり，(B)

は北アフリカを含めた全体で多くの記載が認められた。 

4.4 北アメリカ 

北米については文化的事象と水産資源の多さを指摘

したが，図４からは描かれたイラストの種類の地域的

な偏在が認められる。グリーンランドやカナダ北部お

よびアラスカといった北極圏とその周辺に関しては自

然的事象と文化的事象のイラストがほとんどで，それ

以外はハドソン湾のタラ，ユーコン準州の金のみであ

る。まず，この地域の自然的事象のイラストとしては

グリーンランドのシロカモメやホッキョクグマ，ハー

プアザラシ，バフィンランド（バフィン島）のセイウ

チ，北西準州やヌナブト準州に描かれるフイリアザラ

シ，ホッキョクギツネ，ジャコウウシ，シラカバ，ア

ラスカに描かれるヘラジカ，トナカイ，ロッキーヤギ

など多くが野生動物である。また，文化的事象では北

極圏のエスキモーの暮らしが３カ所で描かれるほか，

ナスカピ（Naskapi）族，チペイワ（Chippewaチペワ

族，オブジワ族）族，インガリク（Ingalik）族など

の先住民やトーテムポールなどのイラストも特徴的で

ある。また，グリーンランド南部に「982年にノルマ
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ン人エリックがグリーンランドに上陸」とのイラスト

があるのも興味深い。 

カナダ南部では林産資源としての木材のイラストが

３件と多く，北アメリカの林産資源に関するイラスト

の全てである。ほかには文化的事象のイラストとして

のオタワ族，自然的事象のバイソン，農業としての小

麦・製粉工場が描かれている。 

アメリカ合衆国部分では(C)とくに農業と鉱工業の

比率が高い。前者は中西部が中心でシカゴ周辺の豚と

屠殺場から，カラス麦，小麦，トウモロコシのイラス

トが描かれ，太平洋岸には羊，南部には綿とカウボー

イが描かれている。後者ではアパラチア炭田と思しき

石炭，五大湖周辺の造船所や自動車工場，テキサスの

石油，製油所カリフォルニアの石油などのイラストが

認められる。それ以外の文化的事象では東海岸の自由

の女神やホワイトハウス，フロリダの海水浴場，西海

岸では金門橋とハリウッドのイラストなどであり，他

所で見られた先住民やその暮らしに関わるものはメキ

シコ国境に描かれたアパッチ（Apache）族のみであ

る。 

メキシコと中米諸国では自然的事象と文化的事象が

多くなり，前者はメキシコのウチワサボテンとオオハ

シラサボテン，カリフォルニア半島のオオアジサシ，

ニカラグアのブラジルバクである。後者はマヤの遺跡

などが３件とパナマ帽で，基本的にはマヤ遺跡に集中

しているといえる。 

最後にカリブ海諸国であるが，農産物のイラストが

多数あり，サトウキビ，タバコ，綿，バナナ，パイ

ナップルなどが描かれている。文化的事象ではドミニ

カの野菜売りの他に「1492年にコロンブスが西インド

諸島に上陸」とのイラストがあるのも興味深い。 

以上のように，各地域によってイメージされる事象

が特化している傾向が見られる。すなわち，北極圏や

カナダでは(A)(B)，アメリカ合衆国では農業や鉱工業，

中米では(B)，カリブ海沿岸では農業である。 

4.5 南アメリカ 

南米については自然的事象の多さと鉱工業の少なさ

を指摘した。実際に図５からもブラジルペルー，チリ

などに自然的事象のイラストの多いことがうかがえ

る。また，農業のイラストも各地に見られ特にアルゼ

ンチンに集中していることがわかる。一方，文化的事

象のイラストはペルーからボリビアにかけての限定的

である。まず，自然的事象であるが，ブラジルではア

オボウシインコ，メガネカイマン，ボア，オオアリク

イ，ワニ，ハナグマ，ジャガー，ピューマなど野生動

物が多く挙げられるほか，アルゼンチン国境のイグア

スの滝なども描かれている。アンデス山脈沿いにはブ

ラジルバクとビクーナ，太平洋岸にはフンボルトペン

ギン，パタゴニアアシカ，キングペンギン，マゼラン

ペンギンなどの野生動物が描かれるほか，ガラパゴス

ペンギンやミズナギドリも太平洋上に描かれている。

また，フォークランド諸島にはイワトビペンギンが描

かれている。農業については，アルゼンチンに集中

し，同地のイラストの全てが農業のイラストである。

馬，羊，ブドウ，トウモロコシ，小麦などである。ブ

ラジルでは南部の牛，サンパウロ周辺のコーヒーや小

麦，北東部のコーヒーとタバコ，アマゾン川流域の綿

とゴムである。またベネズエラ国境にもゴムが描かれ

るほか，ベネズエラにカカオ，コロンビアにトウモロ

コシが描かれている。商品作目や牧畜のイメージが強

いともいえる。文化的事象は大西洋の「いかだでくら

すゴヤタカ族（Goitaca）」とブラジルのボロロ族の

イラストを除き，ペルーとボリビアに纏まって描か

れ，マチューピチュー，チャンカ（Chanka）族，チチ

カカ湖の葦船，アイマラ（Aymara）族が取り上げられ

ている。先住民の暮らしが中心であるが，数あるグ

ループの中からなぜこれらが取り上げられたのかはわ

からない。一方で，鉱工業はマラカイボ湖周辺の石油

のみ，林産資源はガイアナやスリナム周辺に描かれる

木材のみである。また，水産資源はギアナ沖の漁業と

太平洋のマッコウクジラのイラストである。アルゼン

チンの農業や，ブラジルの野生動物，アンデスの伝統

文化など地域的に描かれるイラストの傾向が認められ

る。 

ここまで，全体的に(A)の記載の多いことを指摘で

きるが，アルゼンチンでは農業，ペルーやボリビアで

は(B)の記載が特徴的である。また低緯度帯の農業で

はプランテーション作物が多いことも認められた。 

4.6 オセアニア 

オセアニアについては自然的事象の多さと林業の少

なさを指摘した。実際に図６からは自然的事象のイラ

ストが至る所に描かれていることが一目瞭然である。

まず，ニューギニア島ではヒクイドリ，オオフウチョ

ウ，マングローブ林，ニューギニアイノシシ，ビス

マーク諸島からソロモン諸島にかけてはココヤシ，タ

コノキ，インコなどが複数描かれているほか，ソロモ

ン諸島には活火山も描かれている。またサンゴ海のオ

ナガザメ，ニューカレドニアのヘイワインコなどもあ
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る。オーストラリア大陸ではクイーンズランド州のコ

コヤシ，サンゴ，バンレイシ（蕃茘枝），ユーカリ，

北部準州のタコノキ，ワラルー，ニューサウスウェー

ルズ州のウォンバット，ワライカワセミ，ビクトリア

州のヘラサギ，コアラ，カモノハシ，コクチョウ，タ

スマニア州のイワトビペンギン，南オーストラリア州

のアカシア，アカカンガルー，ミナミアシカ，西オー

ストラリア州のイリエワニ，タコノキ，ハイイロカン

ガルー，アカシア，イワトビペンギン，コビトペンギ

ン，アオツラカツオドリなどの動植物のほか，砂漠や

草原といった自然景観など多数のイラストがある。な

お，ニュージーランドは比較的少なく，北島の活火山

と南島のキウィが描かれている。これについで多くの

イラストがあるのは文化的事象と農業で，前者はおも

に太平洋島嶼部に多く，後者はオーストラリア大陸に

多く描かれている。ニューギニア島の教会，パプア

族，水上の家や樹上の家，くり船，ビスマーク諸島の

原住民，ソロモン諸島の水上の家，メラネシア人など

のほか，太平洋上に「ヤシの葉で編んだ帆をかけた２

艘筏カヌー」も描かれている。主に現地の人の伝統的

な暮らしが中心である。逆にオーストラリア大陸での

文化的事象の記載は多くはない。西オーストラリア州

のオーストラリアネグロと輸入したラクダによるキャ

ラバン，ニューサウスウェールズ州のバーバーブリッ

ジと海水浴場の４件であり，ニュージーランドではマ

オリ族のみである。一方で農業のイラストが多いのが

オーストラリア大陸でクイーンズランド州のバナナ，

羊，牛，ニューサウスウェールズ州の小麦，ビクトリ

ア州のメリノ羊，北部準州の牛，西オーストラリア州

の羊，リンゴ，小麦，タスマニア州の果物などがあ

る。太平洋島嶼部ではニューギニア島の綿，タバコ，

ニューヘブリジーズ諸島のパパイヤとフィジー諸島の

バナナ，ニューカレドニアのコーヒーがあり，ニュー

ジーランドでは北島の牛，南島の羊が描かれている。

それ以外ではオーストラリア大陸で鉱工業のイラスト

が若干あり，ニューサウスウェールズ州と西オースト

ラリア州の金，シドニーの近くの石油や石炭などの地

下資源が中心である。林産資源ではブリスベーンの近

くに木材が描かれるのみである。また，水産資源に関

してはニューヘブリジーズ諸島とダーウィン近くの真

珠とり，および南氷洋の捕鯨が描かれている。 

ここまで，(A)の多さを指摘できるが，(B)は島嶼部，

農業ではオーストラリア大陸部に集中して見られるこ

とが特徴的である。 

4.7 小括 

２章の末尾において指摘した特徴に照らし合わせて

みると『えほん百科』では，地域別ではアフリカの記

載の多さが指摘できた。また，アフリカ，オセアニ

ア，南米での(A)の重視，北米での(B)比率の高さ，北

米とヨーロッパの水産業，ヨーロッパの林業，アジア

の鉱工業などが特徴的であった。以下，具体的な検討

の結果を地域別に示したい。まず，アジアではアジア

ロシアと西アジアの地下資源（特に後者は石油），東

アジアの農業，東南アジアの野生動物が目立った。そ

の一方(B)は各地に暮らしや遺跡，民族などの記載が

見られるものの東アジアでは少ないことを指摘でき

る。ヨーロッパでは東欧や英独の鉱工業，東欧と北欧

の林産資源，大西洋岸の水産資源のほか各地の農業の

記載が特徴的に多く，(C)が目立つ。(A)は北欧(B)は

フランスなど限定的な地域での記載にとどまる。アフ

リカの記載量が多いことはすでに示したが，(A)(B)が

その中心である。(A)は北アフリカではやや少ないも

のの，それ以外では全域で，(B)は全域で広く記載が

認められた。また，(A)では野生動物，(B)では民族的

な記載が中心となっている。その際，植物の記載も少

なからず見られるが圧倒的に多いのは野生動物であ

る。ライオンやダチョウ，ゴリラ，カバ，キリンなど

一般によく知られたものだけでなく，ツノマムシや

フェネックギツネ，ゲレザなど一般的ではない物も少

なからず描かれる。アフリカが野生動物の王国である

というイメージと通じるものを見てとることができ

る。 

次に，北米ではカナダや北極圏では(A)の野生動物

と(B)の先住民の暮らしが中心で，アメリカ合衆国で

は農業や鉱工業，メキシコや中米諸国では(B)のマヤ

の遺跡の記載，カリブ海諸国ではバナナ，タバコ，さ

とうきびなどの農業の記載が特徴的であった。また，

水産業は大西洋岸に集中している。南米では(A)が多

いことが特徴的であるほか，アルゼンチンでは農業，

ペルーやボリビアでは(B)のインカの遺跡や民族の記

載を指摘できる。また，(A)の中では特にペンギンを

中心とした鳥類が多いことも指摘できる。オセアニア

の場合も(A)は各地で見られるが，カンガルーやペン

ギンなどの野生動物が多く確認できるほか，マング

ローブやココヤシ，タコノキ，アカシア，ユーカリな

どの植物，またサンゴや活火山など景観に関わる記載

が少なくないことが特徴である。逆に(B)は島嶼部の

暮らしぶりが中心で，農業はオーストラリア大陸部に
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集中している。 

前章の『こども百科事典』とには差異が認められる

が，野生動物を中心としたアフリカなど今日に至るま

での地域のイメージを形成したのではないかと考えら

れる特徴も認められた8。 

5．むすび：高度経済成長期のアジア観に注

目して 

高度経済成長期に刊行された子供向け百科事典の記

載から当時の世界観を読み解くことを試みた。当然の

ことであるが，そのイラストの描かれた場所にそのも

のだけがあるわけではない。ある文化的事象が描かれ

た場所にも自然的事象は存在するし経済的事象も存在

する。例えば双方の百科事典で日本には富士山が描か

れるが，そこには富士山だけが存在しているわけでは

ない。同様に，野生動物が描かれていてもそこには野

生動物しかいないわけではなく，地下資源が描かれて

いてもそこには地下資源しかないわけではない。それ

は私たちが様々な事象がある中でその地域の何を見よ

うとしているのか，何に見るべき意義を見出している

のかを端的に示すものでもある。このような立場か

ら，前章までに個別の記載事項を検討してきた。個別

の地域の特徴をここで再び紹介することはしないが，

高度経済成長期の子供向け百科事典の全般的な特徴と

して以下を指摘できる。 

(A)の自然的な事象に関しては野生動物の記載に代

表されるように，特徴的な動植物が中心として描かれ

ている。その一方で，地形をはじめとした自然景観的

な記載は限定的であり，今日いわゆる「世界自然遺

産」といわれるような地域を単位として認識するとい

う観点は希薄である。(B)の文化的な事象にかんして

も，XX人やYY族などの民族の記載が多いことを指摘で

きる。異文化・異文化理解の議論については近年盛ん

に取り上げられるが，この時代の子供向け百科事典に

もその一端を認めることができる。しかし，そこに示

される事象はアフリカの諸民族やアメリカの先住民な

どが特徴的に多く，東アジアでの文化的事象の記載は

少なく，先住民の記載を除けば南北アメリカの文化的

事象の記載も少ないのが実際である。そこには東アジ

ア間での文化の違いや日本と英語文化圏での文化の違

いという文脈は認めにくい。(C)の経済的事象につい

ては資源の記載が中心であることを指摘できる。工業

や工場，大都市が描かれるというよりも，地下資源や

林産資源，水産資源の記載が中心である。産業の立地

というよりも，どこにどのような資源があるのかとい

う視点を認めることができる。こうした視点は戦前の

資源論的な見方を汲むものともいえる。資源論は戦

後，特に高度経済成長期を境に地理学研究の場からは

姿を消すのであるが（荒木，2018），子供向けの百科

事典にその一端を垣間見ることができることは興味深

い。 

アジアについてみれば，決して他地域に比べて記載

事項が分厚いわけではない。実際に，『こども百科事

典』にはアジアの記載が多いという側面は認められた

が，『えほん百科』ではむしろアフリカの記載の分厚

さが特徴的である。むしろ，各地域ごとに均等な記述

が試みられているようにも見える。直接の比較対象と

することは難しいが，戦前期には世界地誌関係の文献

に中に占めるアジアの比率が圧倒的であったことを勘

案すると（荒木，2018），こうした世界各地に対して

満遍なく知識を提供しようとするスタイルに留意しよ

うとしていることがうかがえる。特定地域に偏ること

のない情報提供の重視という側面である。 

しかしながら，記載項目に着目したとき，地域情報

の偏りは既に見たように少なからず確認できた。アフ

リカにおける野生動物や民族の記載の多さなどであ

る。アジア，特に東アジアでは自然的事象(A)や文化

的事象の記載(B)が少ない。そこに描かれるのは農業

資源や地下資源が中心である。これらは当時の日本の

社会経済的状況を反映していると考えることもできあ

る。すなわち，加工貿易を軸に経済成長を遂げようと

する状況下で，様々な資源の分布という観点から世界

を把握しようとしたことは当然であろうし，ようやく

公害問題が広く議論され始めた当時にあって，環境と

いう認識がまだ希薄であり，自然的事象は特徴的な動

植物の存在として把握されるのも当然であったと言え

る。 

最後に，『こども百科事典』の編集委員として地理

学者の淺香幸雄の名前が上がっている。淺香は戦後間

もなく『食物の地理』（淺香，1946）を記し，食糧難

を乗り越えるために，世界にはどんな食べ物があり，

どこで何を食べているか，どんな食べ方をしているか，

生産の方法は，需給や輸出入はどうなっているかを理

解することが重要であると説いた。彼は高度経済成長

の只中で，将来の日本の発展のためにはどのような知

識や正解感を若い世代に託そうとしたのか。本論文は

その一端を垣間見るものかもしれないが，将来のため

にどのような知識や世界観を次世代に伝えていくのか
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ということは，常に問い直し続けけるべき課題である。

高度経済成長期の世界観を振り返ることは今日の自身

の世界観を問い直すことでもある。 
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ついて恣意的な見方が入ることを避けたい。ここでは

デザインエクスチェンジ社の提供する白地図 mapio

の地域図を原図として使用した。このため，一部記号

が図の外側に振られている場合がある。 

4 トビウオやアオザメが描かれているが水産資源とし

ては把握しにくく，野生動物と位置付けた。 

5 ただし，描かれているサンゴは造礁サンゴではな

く，いわゆる宝石としてのサンゴである。 

6 原典ではどじん（土人）と表記されている。 

7 Ovimbundu オヴィンブンドのことと思われるが，

あるいは都市名のウアンボ（Huambo）か。 

8 これら 2 つの百科事典が地域のイメージを形成した

というよりも，当時の地域イメージが子供向けの百科

事典に発現したという方が適切と思われるが，この時

期にすでに各地の地域イメージが構築されていたとも

いえる。 
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